






 

新生児とくに極小未熟児の頭蓋内出血は頻度が高く,新生児の生命予後,長期予後へ大きく

影響している。 

 われわれは静岡県中部の新生児3次医療施設として,半径50km以内の院外出生児のみを,

ほぼ全例新生児専用救急車で搬送,診療している。院外出生児には頭蓋内出血の頻度が高い

との報告もあり,まずわれわれの施設での極小未熟児の頭蓋内出血発生の実態を検討した。 


